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お話する内容

1. 令和２年度の実施状況

2. 講義と演習の実施方法別の利点と欠点

3. 欠点を補う方法の紹介



令和２年度実施状況（初任者）
講義 演習

令和２年度実施状況（現任）
講義 演習



令和２年度実施状況から分かること
• 講義は遠隔で実施している都道府県が多い。
• 演習は遠隔ではなく、対面で実施している都道府県が多い。

• 講義と演習では実施方法（対面、遠隔（ライブ・双方向、オ
ンデマンド・録画））の利点と欠点が異なる。

• それぞれの利点と欠点を認識するとともに、欠点を補う方法に
ついて確認することが求められる。

講義の実施方法別の利点
実施方法 運営側の利点 受講者の利点
対面 • 受講者の反応を見なが

ら話ができる。
• 集中していない人を確

認できる。

• 周囲の視線があるため、
緊張感が保ちやすい。

• 受講後の雑談ができる。
• 講師への質問がしやす

い？
オンデマンド • 時間の制約がない。

• 会場の予約や移動が
不要。

• 安心・安全

• 好きな時に視聴できる。
• 何度も視聴できる。
• 会場への移動が不要。
• 安心・安全。

ライブ • 会場の予約や移動が
不要。

• 安心・安全

• 会場への移動が不要。
• 安心・安全。



講義の実施方法別の欠点

実施方法 運営側の欠点 受講者の欠点
対面 • 急な日程変更は困難。

• 感染症への不安。
• 日程や場所の制約が

ある。
• 感染症への不安。

オンデマンド

ライブ

• 受講者がいつ、どのよう
に視聴しているか分から
ない。

• 通信環境を整備できな
い講師、受講者への対
応。

• 受講者の反応が分から
ない。

• 集中力が必要。
• 目や腰がつらい。
• 周りの人の反応を知る

ことができない。
• 通信環境に左右される。
• 講師とのコミュニケーショ

ンが取りづらい。

講義の実施方法別の欠点を補う方法
実施方法 運営側の欠点 受講者の欠点
オンデマンド

ライブ

• 受講者がいつ、どのよう
に視聴しているか分から
ない。

⇒受講者とのコミュニケー
ション
• 通信環境を整備できな

い講師、受講者への対
応。

• 受講者の反応が分から
ない。

⇒受講者とのコミュニケー
ション

• 集中力が必要。
• 目や腰がつらい。
⇒適度な休憩
• 周りの人の反応を知る

ことができない。
⇒受講者間のコミュニ
ケーション
• 通信環境に左右される。
• 講師とのコミュニケーショ

ンが取りづらい。
⇒受講者とのコミュニケー
ション



受講者と講師のコミュニケーションの方法
〈オンデマンド〉
• 受講後、google form等で振り返りシートに記入してもらう。
• 受講後、Web上で小テストを行う。
• 講師のアドレスを公開して、メールでの質問を受け付ける。

〈ライブ〉
• チャットで質問を受けつける。
• 選択式の問いに対して投票させる。
• 受講後、google form等で振り返りシートに記入してもらう。
• 受講後、Web上で小テストを行う。

⇒受講者間のコミュニケーションを取るためには、上記の振り返りシー
トの内容を共有するといった方法がある。

振り返りシートの例



受講者間のコミュニケーションの例

演習の実施方法別の利点

実施方法 運営側の利点 受講者の利点
対面 • 雰囲気が分かりやすい。

• 集中していない人を確
認できる。

• 雰囲気が分かりやすい。
• 雑談ができる。

ライブ（ブレ
イクアウト
セッション）

• 会場の予約や移動が
不要。

• 安心・安全。

• 会場への移動が不要。
• 安心・安全。



演習の実施方法別の欠点

実施方法 運営側の欠点 受講者の欠点
対面 • 急な日程変更は困難。

• 感染症への不安。
• 日程や場所の制約が

ある。
• 感染症への不安。

ライブ（ブレ
イクアウト
セッション）

• 雰囲気が分かりづらい。 • 雰囲気が分かりづらい。
• 発言がしづらく、沈黙に

なりがち。

演習の実施方法別の欠点を補う方法

実施方法 運営側の欠点 受講者の欠点
ライブ（ブレ
イクアウト
セッション）

• 雰囲気が分かりづらい。
⇒受講者とのコミュニケー
ション

• 雰囲気が分かりづらい。
• 発言がしづらく、沈黙に

なりがち。
⇒丁寧な説明、他のツー
ルの併用、ダブルファシリ
テーターの導入、受講者
の選定（経験の高い人
のみ、少人数）等



他のツール使用例（google jamboard）

まとめ

• 講義と演習の実施方法別の利点と欠点はそれぞれ、存在す
る。

• 重要なことは、利点と欠点を把握したうえで、それぞれの都道
府県の状況にあった現実的で、効果的な方法を採用すること。

• 紹介した欠点を補う方法は１部。また、あくまでも欠点を補う
方法であって、欠点を無くす方法ではない。

• オンラインでの学びを過信せず、一方で過小評価せず、うまく
活用しながら、今の状況を乗り切りたいですね。


